
まち歩き点検における意見とりまとめ
※赤字：まち歩き点検で特に課題と感じられた新たな意見

新潟万代地区 白山地区

鉄道駅

□トイレが多くあったがサインが少なかった。
□ラチ外にベビースペースがなかった。
□ホームと電車のすき間が大きい。
（車いすが１人で乗れない）
□券売機のスペースが暗くせまい。
□トイレの音声案内はあったが点字がほしい。
□トイレの中に音声案内があるとよい。（音声ガイド）
□多機能トイレの入口ボタンの位置がわかる案内がほしい。
□待合室の出入口の中と外に誘導ブロックがあると便利。
□車いすが通る改札口がわかりづらかった。
□～方面という矢印表示などがほしい。
□電動車いすだと券売機スペースで台にひじがけが当たる
□電車の車両の規格が統一できたら良い。
□エレベーターの非常ボタンがわかりにくい。（デザイン）

□階段付近に行くと音声案内があって良い。
□トイレの位置へ案内があると良い。トイレが遠い。
□トイレへ誘導する(音声案内・点字ブロック)がほしい。
（男性女性・多機能への案内）
□案内表示に漢字が多く分かりづらい。（QRコードを利用した案内などに）
□案内に距離と時間（歩いて何分・・・）の表示があると良い。
□トイレへの導線に屋根（上屋）がない箇所がある。
□エレベーター内でのS0Sボタンはあるが声じゃない方法があると良い。
（TV電話など）
□1人でも利用できそうな駅だ。

バス停

□乗降口の点字誘導ブロックは乗降どちらか一方で統一してほしい。
□バス停に点字ブロックもしくは音声案内があると良い。
□だれもが使いやすいバス停となるような施設を考えてもらいたい。
□バス待ち環境を考えてもらいたい。（ベンチ・ミスト・上屋など）
□万代シティバスセンター前はバリアフリー施設（点字・案内表示）が整っていて
良い。
□ISETAN前のバス停はあまりバリアフリー施設（点字・案内表示）が整っていな
かった。

□バス停の乗降口で耳と目に障害があると、来たかわからないので風で車両を感じ
る。
□バス乗降の際にすぐにスロープを出してもらうなど運転士の心遣いもあり良かっ
た。
□冬場、上屋や風よけなどが欲しい。
□スロープを出す際に、運転士からのアナウンスがあるとスムースに乗れ、
周囲からのサポートも受けられるのでは。
□バスが来た際に正着してくれればバスのマイクが近くなるのでもっと寄ってほしい。
□運転士への教育も伝えるだけではなく、実践的な教育が必要。

道路

□東港線十字路からラブラ脇に向けて駐輪場の自転車が支障となっている。
□歩道だまりの部分は平たんであってほしい。
□ISETAN脇の駐輪場のところにある歩道・車道の段差が大きかった。
□点字ブロックが痛んできてボロボロな所があり車いすも通りづらく感じた。
□エスコートゾーンがはがれている箇所があった。
（点字ブロックとの優先順位を考慮する）
□アパホテル前、ベビーカーだと遠回りしなければならない箇所がある。
□歩道の幅が広いと安心して、ベビーカーも押せて良い。
□融雪装置（消雪パイプなど）があると通行しやすい。

□一部歩道がせまく、勾配きつい所があった。
  □歩道に電柱があり、ベビーカーなど通りづらい箇所かあった。
  □信号の現示が短かく子供だと、渡りきれない可能性有り。
  □白山浦の方が歩きやすかった。
  □点字ブロックがない箇所があった。
  □電柱にぶつかっても安全なソフトカバーを巻いてほしい。
  □案内板がよごれて（いたずらされて）いたのでキレイにしてほしい
（点検を行ってほしい。）

  □案内を路面表示にして色で判別できる工夫があると良い。
□歩道は冬季凍結すると危険な箇所がある。

建物

□エレベーターかごが大きいと使いやすい。
□エレベーターの音声栗内がわかりやすかった。
  □バリアフリー基準に適合した備が進んできている
（点字、ブロックなど）
□人どうしの声がけなど「心のバリアフリー」が周知されると良い。
  □駅前のビルへの出入り口にスロープの無いビルがまだまだある。（飲食店など
も）

□多機能トイレに緊急ボタンがない。（建物年数が経っている）
  □緊急時のお知らせ等がない。デイスプレイなどがあると良い。
  □手すりに点字表示や音声案内があるだけでも利用しやすい。

公園

□エレベーターや歩道も広く使いやすかった。
□園路にある柵にすき間があり、小さい子供だとすり抜ける可能性ある。
□エレベーターに緊急時の電話番号はあったが音声以外の方法での
コミュニケーションツールがほしい。
□エレベーターの前室は夏場高温となる。（ヒートショックの心配）
□手すりもステンレスで夏場はやけどの可能性。（材質への配慮）
□園路で分枝するところで案内がほしい。
□夜間のライトの考慮をしてもらいたい。
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